
一
は
じ
め
に

―
グ
ロ
ー
バ
ル
と
国
際
の
違
い
―

一
九
九
〇
年
代
以
降
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
急
速
な
発
展

に
よ
り
現
代
社
会
が
大
き
く
変
容
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
疑
い
の
余
地

が
な
い
。
二
〇
世
紀
を
支
え
た
近
代
工
業
化
社
会
の
考
え
方
が
大
き

く
変
容
し
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
就
業
人
口
を
見
て
も
、
米
国
等
の

先
進
国
で
は
四
分
の
三
の
就
業
者
が
第
三
次
産
業
に
属
し
て
お
り
、

日
本
や
ド
イ
ツ
で
も
三
分
の
二
の
就
業
者
が
第
三
次
産
業
に
属
し
て

い
る
。
製
造
業
が
強
い
と
い
わ
れ
る
日
本
で
は
、
約
二
〇
％
の
就
業

者
が
い
る
が
、
米
国
で
は
、
す
で
に
一
三
％
を
下
回
る
人
々
し
か
属

し
て
い
な
い
。
そ
れ
で
は
、
工
業
化
社
会
の
終
焉
と
と
も
に
二
一
世

紀
に
こ
れ
ら
の
業
種
は
衰
退
し
て
い
く
の
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。

米
国
の
例
を
見
る
と
、
一
九
六
〇
年
代
の
製
造
業
の
就
業
人
口
は
三

五
％
程
度
で
現
在
の
約
三
倍
で
あ
る
が
、
生
産
性
は
当
時
の
三
倍
に

上
が
っ
て
い
る
。
農
業
の
分
野
で
も
、
世
界
一
の
農
業
国
と
い
わ
れ

る
米
国
で
は
、
わ
ず
か
三
％
以
下
の
就
業
人
口
が
農
業
を
支
え
て
い

る
。
人
口
が
増
え
れ
ば
、
第
一
次
産
業
や
第
二
次
産
業
の
果
た
す
役

割
は
生
活
を
支
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、

人
口
が
増
え
な
く
て
も
、
生
活
の
質
の
向
上
や
情
報
社
会
に
お
け
る

電
子
政
府
に
関
す
る
市
民
中
心
の
考
え
方
（
C
itizen

C
en
tric）に

よ

り
二
〇
世
紀
か
ら
二
一
世
紀
に
か
け
て
現
代
社
会
は
大
き
く
変
容
し

て
い
る
。
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現
代

社
会

の
変

容
と

情
報

社
会

大
橋

正
和

（
中
央
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授
・
学
部
長
）



三
シ
チ
ズ
ン
・
セ
ン
ト
リ
ッ
ク（
C
itizen

C
en
tric）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
特
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
主
役
は
誰
か
と
問
わ
れ

れ
ば
、
「
端
末
の
前
に
い
る
人
間
」
と
答
え
る
の
が
八
〇
年
代
の
初

期
の
ネ
ッ
ト
世
代
の
常
識
で
あ
っ
た
。
九
〇
年
代
の
半
ば
頃
か
ら
一

般
に
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
メ
ー
ル
や
Ｗ
ｅ
ｂ
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
、
便
利
な
反
面
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
も
引
き
起
こ
し

て
き
た
。
こ
の
時
代
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
を
作
成
し
た

り
メ
ー
ル
を
利
用
し
た
り
す
る
の
は
簡
単
で
あ
っ
た
が
、
利
用
者
中

心
の
シ
ス
テ
ム
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
か
っ
た
。
メ
ー
ル
は
数
が
多

く
な
り
機
能
不
全
に
陥
り
、
Ｗ
ｅ
ｂ
も
数
が
多
く
な
り
ど
こ
に
ど
の

よ
う
な
情
報
が
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
き
て
い
た
。
そ
の
よ

う
な
と
き
に
、
Ａ
Ｏ
Ｌ
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
系
の
仕
組
み
や
、
ヤ
フ
ー

の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
や
検
索
等
が
ユ
ー
ザ
ー
中
心
の
仕
組
み
と
し
て

提
案
さ
れ
た
。
し
か
し
、
本
当
の
意
味
で
の
ユ
ー
ザ
ー
側
の
視
点
で

ユ
ー
ザ
ー
の
望
む
こ
と
（
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
と
呼
ば
れ
る
）
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
上
で
実
現
で
き
る
か
と
い
う
と
ま
だ
十
分
で
な
か
っ
た
。

電
子
政
府
で
の
証
明
書
等
の
発
行
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
う
仕
組

み
な
ど
、
便
利
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
住
民
票
一
つ
と
っ
て
も
目
的

な
し
に
取
り
に
行
く
人
は
い
な
い
。
例
え
ば
、
住
居
を
移
転
し
た
時

を
考
え
れ
ば
、
市
役
所
等
に
行
き
住
民
票
を
書
き
換
え
る
の
で
あ
る

が
、
市
役
所
の
内
部
で
も
住
民
個
人
か
ら
見
る
と
教
育
、
年
金
等
関

連
す
る
部
分
の
住
所
変
更
が
必
要
で
あ
り
、
電
気
、
ガ
ス
、
銀
行
、

は
て
は
免
許
証
の
変
更
に
い
た
る
ま
で
、
官
民
を
超
え
た
さ
ま
ざ
ま

な
手
続
き
を
、
た
だ
住
所
が
変
わ
っ
た
と
言
う
だ
け
で
相
手
方
（
供

給
側
）
の
縦
割
り
の
組
織
に
沿
っ
た
行
動
を
と
ら
な
く
て
は
い
け
な

い
。
住
民
に
し
て
み
れ
ば
、
引
っ
越
し
と
い
う
一
つ
の
オ
ブ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
行
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
に
、
そ
れ
に
付
随
す
る
手
続
き
を
探

し
、
相
手
の
組
織
を
検
索
し
実
行
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

二
〇
〇
四
年
頃
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
「
シ
チ
ズ
ン
・
セ
ン

ト
リ
ッ
ク
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
直
訳

す
る
と
市
民
中
心
主
義
で
、
電
子
政
府
の
目
標
は
従
来
か
ら
あ
る
官

の
仕
組
み
を
電
子
化
す
る
の
で
は
な
く
、
シ
チ
ズ
ン
す
な
わ
ち
ユ
ー

ザ
ー
の
視
点
で
ユ
ー
ザ
ー
の
実
現
し
た
い
仕
事（
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
）を

実
現
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
が
電
子
政
府
の
目
標
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
に
よ
り
、
軍
隊
が

戦
争
を
す
る
と
き
に
も
前
線
の
兵
士
が
自
分
の
役
割
は
何
か
を
把
握

し
、
た
だ
命
令
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
戦
況
に
会
わ

せ
た
役
割
が
果
た
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

“

N
o
t
to
W
in
b
u
t
to
T
a
k
e
P
a
rt．

”

こ
れ
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
標
語
で
「
勝
つ
こ
と
で
は
な
く
参
加
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。」
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二
〇
世
紀
の
初
め
に
世
界
の
人
口
は
、
約
一
五
億
人
と
い
わ
れ
、

二
〇
世
紀
の
最
後
に
は
約
六
〇
億
人
と
四
倍
に
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
。

地
球
の
人
口
は
、
わ
ず
か
一
世
紀
の
間
に
実
に
四
倍
に
な
っ
た
。

日
本
も
、
明
治
維
新
の
頃
と
現
在
を
比
べ
る
と
人
口
は
約
四
倍
に

な
っ
て
い
る
。
日
本
の
人
口
が
一
億
人
を
超
え
た
の
は
一
九
六
七
年

頃
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
は
約
七
〇
〇
〇
万
人
、
一
九
五
〇
年

に
は
、
八
三
〇
〇
万
人
で
あ
っ
た
。
二
〇
五
〇
年
に
は
一
九
四
八
年

当
時
の
八
〇
〇
〇
万
人
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
高
齢
化
比
率
は
、

一
九
五
〇
年
当
時
、
五
％
で
あ
り
二
〇
五
〇
年
に
は
三
七
％
程
度
と

予
測
さ
れ
て
い
る
。

講
演
や
模
擬
授
業
等
を
す
る
と
き
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
と
国
際
と
ど

の
よ
う
に
違
う
の
か
？
」
と
い
う
質
問
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
学
生

諸
君
は
、
意
外
と
こ
の
質
問
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
中
に
は
、

同
じ
だ
と
思
っ
て
い
る
人
も
い
る
。
厳
密
な
答
え
は
さ
て
お
き
簡
単

に
答
え
を
言
え
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
は
国
境
が
な
く
、
国
際
は
国
境
が

存
在
す
る
の
で
あ
る
。
国
際
の
英
語
は
in
tern
a
tio
n
a
lで
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
す
な
わ
ち
国
単
位
で
物
事
を
考
え
る
。
グ
ロ
ー
バ

ル
は
、
国
境
を
無
視
し
て
物
や
情
報
が
行
き
交
う
の
で
あ
る
。
グ
ロ
ー

バ
ル
の
典
型
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
が
、
情
報
社

会
で
は
今
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
起
こ
っ
て
い
る
。

二
Ｗ
ｅ
ｂ
の
革
命
―
D
a
ta
is
th
e
N
e x
t
In
tel
In
sid
e
―

Ｗ
ｅ
ｂ
が
一
般
に
普
及
し
出
し
た
の
は
一
九
九
五
年
か
ら
で
あ
り
、

二
〇
〇
〇
年
か
ら
は
W
eb

S
erv
ices
の
時
代
で
あ
る
と

米
国
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
係
者
は
考
え
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
は

何
の
時
代
な
の
だ
ろ
う
か
？

最
近
で
は
、
「
W
eb

2.0
」
な
る
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
新

し
い
時
代
が
来
た
こ
と
を
予
見
さ
せ
る
よ
う
な
動
き
が

叫
ば
れ
る
。

“

D
a
ta
is
th
e
N
ex
t
In
tel

In
sid
e. ”

こ
の
言
葉
は
、「
W
eb

2.0」

と
い
う
言
葉
を
広
め
た

O
’

R
eilly

M
ed
ia

社
長

兼
Ｃ

Ｅ
Ｏ
の
T
im

O

’

R
eilly

が
今
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
上
で

展
開
さ
れ
て
い
る
新
し

い
動
き
を
指
し
て
「
デ
ー
タ
は
次
世
代
の

�イ
ン
テ
ル
・
イ
ン
サ
イ

ド
（
日
本
で
は
「
イ
ン
テ
ル

入
っ
て
い
る
」
）

�」
で
あ
る
と

表
現
し

た
。
こ
の
Ｗ
ｅ
ｂ
の
新
時
代
と
も
呼
ぶ
べ
き
新
し
い
時
代
の
特
徴
は
、

知
の
生
産
や
社
会
の
在
り
方
を
変
え
る
か
も
し
れ
な
い
力
を
内
包
し

て
い
る
と
ヴ
ィ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
と
呼
ば
れ
る
先
駆
的
な
人
々
が
予
見
し

て
き
た
こ
と
で
も
あ
る
。
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申
請
の
手
順
と
し
て
は
、
ま
ず
、
自
宅
の
Ｐ
Ｃ
や
携
帯
電
話
等
か

ら
、
中
央
大
学
に
ロ
グ
イ
ン
を
行
い
、
証
明
書
の
申
請
を
行
い
、
証

明
書
を
受
け
取
り
た
い
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

ン
）
を
選
択
す
る
。
こ
の
時
、
証
明
書
の
デ
ー
タ
が
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

ン
の
プ
リ
ン
ト
サ
ー
バ
に
送
ら
れ
る
。
同
時
に
、
印
刷
物
を
特
定
す

る
た
め
の
プ
リ
ン
ト
Ｉ
Ｄ
が
返
却
さ
れ
る
の
で
F
elica

タ
イ
プ
の

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
デ
ー
タ
を
書
き
込
む
か
、
も
し
く
は
メ
モ
を
し
て
お

く
。次
に
、
印
刷
の
手
順
の
流
れ
で
あ
る
が
、
利
用
者
は
先
に
選
択
し

た
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の
店
舗
へ
赴
き
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の
マ
ル
チ

コ
ピ
ー
機
を
使
用
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
の
コ
ピ
ー
機
か
ら
セ
ブ
ン
イ
レ

ブ
ン
経
由
で
中
央
大
学
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
、
印
刷
す
る
。
こ
の
際
に
、
認
証
ロ
ー
ミ
ン
グ
先

に
中
央
大
学
を
選
択
す
る
こ
と
で
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
に
利
用
者
の

ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
を
登
録
し
な
く
て
も
、
中
央
大
学
の
ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ

に
基
づ
い
た
本
人
認
証
が
行
わ
れ
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
か
ら
認
証
結

果
に
基
づ
い
た
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
者
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
利

用
者
は
プ
リ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
画
面
で
F
elica

リ
ー
ダ
ー
に
お
サ
イ
フ

ケ
ー
タ
イ
を
置
く
こ
と
で
、
プ
リ
ン
ト
Ｉ
Ｄ
が
読
み
込
ま
れ
、
そ
れ

に
紐
付
け
さ
れ
た
証
明
書
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
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の
原
文
で
あ
る
。
T
a
k
e
P
a
rt
と
は
、
本
来
「
自
分
の
役
割
を
責

任
を
持
っ
て
実
行
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
シ
チ
ズ
ン
・
セ
ン

ト
リ
ッ
ク
と
は
、
た
だ
市
民
の
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
現
す
る
た
め
の

仕
組
み
を
指
す
の
で
な
く
、
自
分
の
役
割
は
何
な
の
か
を
キ
チ
ン
と

把
握
し
責
任
を
持
っ
て
実
行
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
基
本
で
も
あ
る
。
米
国
で
は
、
九
〇
年
代
の
終
わ

り
頃
か
ら
会
社
が
同
じ
Ｐ
Ｃ
を
支
給
す
る
の
で
は
な
く
、
個
人
の
責

任
に
お
い
て
使
い
や
す
い
も
の
を
購
入
し
、
情
報
ス
キ
ル
の
習
得
も

個
人
が
自
分
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
自
己
責
任
で
行
う
仕
組
み
が
導

入
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
の
費
用
は
支
給
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
自
己

の
責
任
を
強
く
要
求
さ
れ
た
。
コ
ー
ポ
レ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
仕
組
み
も

米
国
流
は
、
カ
ー
ド
の
決
済
は
個
人
の
口
座
で
行
う
の
が
普
通
で
、

経
費
と
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
は
会
社
が
処
理
す
る
が
、
自
分
の
口

座
を
使
う
こ
と
に
よ
り
自
己
責
任
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
り
多
く

の
企
業
が
経
費
を
三
〇
％
以
上
節
約
し
て
い
る
。

四
シ
チ
ズ
ン
・
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
の
考
え
方
に
よ
る
学
生
支
援
の
実

証
実
験

今
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
多
様
化
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
既
存
の

社
会
イ
ン
フ
ラ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ

て
よ
り
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
の
連
携
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
企
業
毎
の

仕
様
に
基
づ
く
こ
と
が
多
く
、
新
た
に
他
サ
ー
ビ
ス
を
連
携
さ
せ
る

場
合
、
仕
様
の
違
い
か
ら
連
携
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
。
こ
の
よ
う

に
、
こ
れ
ま
で
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
を
中
心
に
考
え
ら
れ
て
き
た
こ

れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
が
、
認
証
ロ
ー
ミ
ン
グ
技
術
を
用
い
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
利
用
者
中
心
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
安
心
・
安
全
に
連

携
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
六
年
八
月
末
に
行
わ
れ
た
実
証
実
験
で
は
、
こ
の
認
証
ロ
ー

ミ
ン
グ
技
術
を
用
い
て
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の
店
舗
に
設
置
さ
れ
て

い
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
を
利
用
し
、
中
央
大
学
の
在
学
証
明
書
を
受

け
取
る
と
い
う
実
験
を
行
っ
た
。
こ
れ
ま
で
で
あ
れ
ば
、
在
学
証
明

書
等
、
大
学
の
証
明
書
は
事
務
局
の
窓
口
に
行
か
な
け
れ
ば
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
の
認
証
ロ
ー
ミ
ン
グ
技
術
に
よ
っ

て
、
大
学
と
コ
ン
ビ
ニ
を
連
携
す
る
こ
と
で
自
分
の
好
き
な

場
所
の

コ
ン
ビ
ニ
で
在
学
証
明
書
を
受
け
取
る
と
い
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

＜

概
要

＞

証
明
書
を
発
行
す
る
手
順
は
大
き
く
分
け
て
「
申
請
」
と
「
印
刷
」

と
い
う
手
順
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
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を
利
用
し
よ
う
と
す
る
二
〇
世
紀
の
工
業
化
社
会
は
、
カ
タ
チ
の
あ

る
モ
ノ
の
豊
か
さ
を
理
想
と
す
る
リ
ア
ル
社
会
を
追
い
求
め
て
き
た
。

け
れ
ど
も
、
二
一
世
紀
に
至
っ
て
そ
の
信
念
も
揺
ら
ぐ
こ
と
に
な
っ

た
。そ
の
揺
ら
ぎ
の
先
に
見
え
て
き
た
の
が
、
知
識
、
情
報
、
サ
ー
ビ

ス
を
特
徴
と
す
る
ポ
ス
ト
工
業
化
社
会
で
あ
る
。
ポ
ス
ト
工
業
化
社

会
は
突
如
と
発
生
し
た
の
で
は
な
く
、
消
費
社
会
の
成
熟
化
が
進
む

に
し
た
が
っ
て
、
モ
ノ
づ
く
り
か
ら
そ
れ
を
補
完
す
る
物
流
、
通
信
、

教
育
へ
、
さ
ら
に
消
費
の
面
で
は
生
産
し
た
も
の
を
ど
の
よ
う
に
利

用
す
る
か
と
い
っ
た
利
用
ソ
フ
ト
、
す
な
わ
ち
サ
ー
ビ
ス
面
の
役
割

が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
半
世
紀
ほ
ど
前
に
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
が
登
場
し
、
電
気
か
ら
電
子
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
と
い
う
二
進
法
の

技
術
が
一
般
化
し
、
さ
ら
に
日
本
で
は
一
〇
年
前
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
普
及
し
て
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
情
報
化
社
会
の
到
来
と
な
っ

た
。
急
速
な
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ

：

In
fo
rm
a
tio
n
&
C
o
m
-

m
u
n
ica
tio
n
T
ech
n
o
lo
g
y
）
の
進
化
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
シ
ス
テ
ム
は
急
速
な
変
化
が
迫
ら
れ
て

い
る
。
特
に
、
現
代
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
社
会
で
は
、
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
進
展
に
よ
っ
て
時
間
と
空
間
の
制
約
か
ら
解
放
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
の
マ
ス
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
加
え
て
、
個
人
対
象
の
ニ
ッ
チ
な

マ
ー
ケ
ッ
ト
も
掘
り
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

商
品
情
報
な
ど
売
り
手
（
企
業
）
と
買
い
手
（
消
費
者
）
共
に
情
報

の
入
手
や
検
討
が
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
少
な
く
と
も
、

圧
倒
的
に
売
り
手
（
企
業
）
が
有
利
と
い
う
情
報
格
差
状
態
（
情
報

の
非
対
称
性
）
が
な
く
な
っ
て
消
費
者
に
と
っ
て
望
ま
し
い
取
引
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
区
分
さ
れ
て
い
た
モ
ノ
と
人
間
、
狭
い
範
囲
で
し
か
結

び
つ
か
な
か
っ
た
人
間
と
人
間
、
そ
し
て
格
差
の
あ
る
状
況
に
置
か

れ
て
い
た
情
報
関
係
を
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
基
盤
と
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
に
、
か
つ
時
間
を
超
越
し
た
か
た
ち
で
、
大
き

な
不
均
衡
さ
の
な
い
情
報
レ
ベ
ル
で
連
結
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

よ
う
な
社
会
は
、
多
様
性
を
認
識
し
、
多
様
性
を
認
め
合
い
な
が
ら
、

立
場
の
格
差
が
な
く
協
調
ワ
ー
ク
を
し
合
っ
て
生
き
て
い
く
社
会
で

あ
り
、
ま
た
そ
う
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

情
報
技
術
を
中
心
と
す
る
社
会
で
は
、
知
識
や
情
報
が
社
会
、
産

業
、
生
活
の
隅
々
ま
で
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
す
。
さ
ら
に
人
間
の

生
活
様
式
は
、
も
ち
ろ
ん
価
値
観
に
ま
で
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
。

元
来
、
知
識
や
情
報
等
は
抽
象
概
念
の
枠
組
み
の
中
で
扱
わ
れ
て
き

た
。
ア
イ
デ
ア
、
コ
ン
セ
プ
ト
あ
る
い
は
シ
ス
テ
ム
と
い
っ
た
今
日

の
情
報
化
時
代
に
脚
光
を
浴
び
て
い
る
概
念
は
、
本
質
的
な
も
の
と

い
う
よ
り
サ
ブ
概
念
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
人
類

は
こ
れ
ま
で
科
学
技
術
に
よ
っ
て
物
質
文
明
社
会
を
築
い
て
き
た
が
、
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こ
の
よ
う
な
、
一
連
の
操
作
で
、
場
所
と
時
間
に
制
約
を
受
け
る

こ
と
な
く
、
証
明
書
の
受
け
取
り
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
証
明
書
は
、
普
通
紙
に
地
紋
印
刷
と
い
う
技
術
を
用

い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ピ
ー
な
ど
の
複
製
が
不
可
能
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
原
本
性
を
担
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
社
会
に
応
用
す
る
た
め
に

は
、
単
な
る
技
術
を
社
会
へ
応
用
す
る
だ
け
で
は
十
分
で
な
く
、
技

術
を
総
合
化
し
て
社
会
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
科
学
が
必
要
で
あ
る

と
い
わ
れ
る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
、
一
つ
の
技
術
が
さ
ま

ざ
ま
な
応
用
を
可
能
と
す
る
。
例
え
ば
、
今
回
の
実
証
実
験
は
、
在

学
証
明
書
を
用
い
た
が
、
卒
業
生
へ
の
卒
業
証
明
書
で
も
、
住
民
票

で
も
可
能
で
あ
る
だ
け
で
な
く
速
達
や
書
留
へ
の
応
用
が
可
能
で
あ

る
。

五
工
業
化
社
会
か
ら
情
報
社
会
へ

―
産
業
革
命
以
来
の
革
命
―

一
八
世
紀
の
産
業
革
命
か
ら
つ
い
五
年
前
の
二
〇
世
紀
ま
で
、
人

は
モ
ノ
を
ど
う
や
っ
て
造
る
か
と
い
う
こ
と
に
頭
を
使
い
、
そ
の
た

め
に
機
械
や
方
法
を
発
明
、
改
良
し
て
き
た
。
機
械
の
始
ま
り
で
あ

る
蒸
気
機
関
は
、
そ
れ
ま
で
の
人
類
の
歴
史
の
中
で
主
要
な
生
産
手

段
で
あ
っ
た
人
力
や
畜
力
に
替
わ
り
、
エ
ン
ジ
ン
と
い
う
機
械
力
を

道
具
と
す
る
工
業
化
社
会
を
誕
生
さ
せ
た
。
以
来
、
二
〇
〇
年
余
、

人
類
は
科
学
技
術
を
信
奉
し
、
機
械
と
い
う
道
具
を
よ
り
発
展
さ
せ
、

自
然
へ
の
依
存
か
ら
で
き
る
だ
け
脱
し
て
、
そ
れ
を
利
用
す
る
と
い

う
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
基
づ
い
て
物
質
的
に
「
豊
か
な
社
会
」
を
求
め
続

け
て
き
た
。
工
業
化
社
会
に
あ
っ
て
は
、
大
規
模
設
備
に
よ
り
大
量

生
産
さ
れ
た
家
電
製
品
、
自
動
車
、
加
工
食
品
、
さ
ら
に
は

近
年
で

は
、
二
〇
年
前
ま
で
は
タ
ダ
と
い
わ
れ
て
い
た
「
水
」
さ
え
も
ミ
ネ

ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
と
称
し
工
場
生
産
さ
れ
供
給
さ
れ
る
時
代
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
大
規
模
機
械
技
術
で
生
産
さ
れ
る
工
業
製
品
は
、
天

然
資
源

を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
す
る
産
物
で
あ
り
、
工
業
化
社
会
は
ま
さ
に
科
学

技
術
に
よ
る
自
然
へ
の
挑
戦
の
時
代
と
も
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
近

年
で
は
、
人
類
が
機
械
力
革
命
に
よ
っ
て
か
な
り
成
功
を
収
め
て
い

る
と
い
う
考
え
が
危
ぶ
ま
れ
て
き
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
二
一
世
紀
の
今
日
、
一
九
七
二
年
ロ
ー
マ
・
ク
ラ
ブ

が
『
成
長
の
限
界
』
と
題
し
た
報
告
書
で
発
表
し
た
警
告
を

思
い
起

こ
す
ま
で
も
な
く
、
地
球
上
の
資
源
が
有
限
で
あ
る
と
い
う

事
実
に

直
面
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
人
類
は
自
然
へ
の
挑
戦
を
看
板
に
工
業

化
を
促
進
し
、
経
済
効
率
、
生
産
性
向
上
、
成
長
の
価
値
基

準
を
優

先
し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
工
業
化
社
会
の
限
界
を
指
摘
さ
れ
不

安
を
募
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
科
学
技
術
を
駆
使
し
て
天

然
資
源
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二
一
世
紀
は
こ
れ
ま
で
の
物
質
文
明
社
会
と
は
異
な
っ
た
「
情
報
」

と
い
う
バ
ー
チ
ャ
ル
な
要
素
を
土
台
と
す
る
文
明
時
代
の
到
来
を
告

げ
る
も
の
で
あ
る
。
情
報
文
明
と
は
、
全
産
業
、
全
生
活
に
情
報
が

あ
ま
ね
く
存
在
す
る
社
会
を
指
す
。
た
だ
、
情
報
と
い
う
の
は
断
片

的
に
生
産
さ
れ
、
流
動
し
て
い
く
性
質
が
あ
る
。
情
報
を
「
知
」
、

す
な
わ
ち
知
識
と
し
、
さ
ら
に
人
間
に
、
社
会
に
、
物
心
両
面
に
役

立
つ
「
知
恵
」
と
し
て
転
換
し
て
い
く
た
め
に
は
、
情
報
や
知
識
を

活
用
で
き
る
よ
う
に
体
系
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
効

果
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進
し
て
情
報
や
知
識
を
活
用
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
一
層
の
社
会
変
化
の
迅
速
性
、
多
様
性
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
進
展
を
考
え
る
な
ら
ば
、
柔
軟
性
に
効
率
よ
く
接
続
で
き
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
分
散
協
調
ワ
ー
ク
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
ビ
ジ
ネ

ス
を
始
め
と
し
て
二
一
世
紀
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
シ
ス
テ
ム
の
基
本

と
な
る
可
能
性
が
高
い
。
一
八
世
紀
の
産
業
革
命
以
来
の
新
た
な
革

命
が
意
味
す
る
も
の
は
、
人
間
と
モ
ノ
と
情
報
の
連
携
か
ら
価
値
を

創
造
、
共
有
し
、
活
用
し
て
新
た
に
「
豊
か
な
社
会
」
を
地
球
上
に

あ
ま
ね
く
造
り
あ
げ
る
こ
と
を
指
す
の
で
あ
る
。
こ
の
「
豊
か
さ
」

は
、
規
格
大
量
生
産
品
や
物
を
消
費
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

の
で
は
な
く
情
報
と
人
間
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
先
に
い
る
人
間
と
人
間
が
お
互
い
の
価
値
を
認
め
合
い
多
様
性
や

多
元
性
を
尊
重
す
る
こ
と
に
よ
り
個
性
を
切
り
捨
て
な
い
新
し
い
形

の
社
会
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

情
報
化
の
社
会
で
は
、
学
生
本
来
の
感
性
で
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を

提
案
す
る
こ
と
が
、
自
ら
を
支
援
す
る
ば
か
り
で
な
く
他
の
多
く
の

人
を
支
援
す
る
こ
と
に
な
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
自
ら
の
工
夫
が
多
く
の

人
を
支
援
し
、
よ
り
よ
い
社
会
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
が
可
能
な
社

会
で
あ
り
、
そ
れ
が
シ
チ
ズ
ン
・
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
の
意
味
す
る
と
こ

ろ
で
も
あ
る
。
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